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の

分
量
も

少
し
ご

す
之
に

依
り

考
ふ

る

に

マ

ス

は
一

キ

グ

一

時
間

に

人

間
の

要
す
・

馨
苧

π

を

琴
・

の

み

故
に

發
熟
量

　

も

少
く

夊

常
に

同
温
を

生
す
る

こ

ご

能
は

ざ
る

理

由
な
り

此
固

有

　

温

を
發
せ

ざ
る

は

他
の

現

象
を
生
す
る

根
本
こ

な
る

は

次
に

説

明

　

す
べ
・
し

温
血

勤

物
に

あ
り

て

は

營
養
物
の

五

分
の
一

は

筋
肉
作

用

　

に

使
用
せ

ら

れ
五

分
の

四
は

温
執…
に

變
化

せ

ら

る

故
に

煢
養
の

爲

　

め

に

生
長

す
べ

き
も

の

は

其

少

量
な

り

魚
類
に

於
て

は

然
ら
ぐ，
其

　

食

慾
は

旺

盛
な
り

浩
化
力
は

壯

大
に

し
て

决
し

て

温
血
動
物
に

異

　

な
る

處
な
・
し

而・
し

て

營
養
物
の

變
化
し
て

温

熟
を
發
生

す
る

こ

ご

　

極
め

て

僅
少
な
る

こ

ご

は

既
に

説

明
せ

る

が

如

く
に

し
て

其

大
多

　

量
は

運
動

、

生

長

等
に

使
用
せ

ら
る

故
に

其
生

長
は

高
等
動

物
に

　

比

す
る

に

頗
る

迅
速

な
b
而
し

て

固

有
混
の

必

要
な
き

を
以
て

營

　

養
物
な

く
も

暫
時
は

住

存

す
る

こ
．

こ

を

得
例
之
コ

イ

に

て

は
二

十

　

度
乃
至
二

十

三
度
に

て

は

最
も

能
ー

攝
食
し

八

度
に

て

は

停
止

す

　
　
る

が

如’
し

是
れ

温
血

動

物
に

於
て

實
見
す
る

二
ぐ
」

能
は

ざ
る

現

　

象
な

り
。

　
　

七
、

熟
病
に

よ
る

發

熟
　
冷
血

動

物
に

果
・
し

て

熟

病
の

生
す
る

や

駒

否

や
は

已
・

問
題

至
奪
霧
・

於
・

熟
病
を

發

作
す
べ

き

源

（　
　
　

　
　
　

　
　

雑

　

録

因
は

發
熟
維
菌
に

よ

る

ご

昇
騰
し
把

る

體

温
の

不
正
の

結
果
ご
・
し

て

物
質
代
謝
の

棄
亂
等
な
り

こ

す
魚

類
に

は

寄
生

的
細

菌
を
有
す

る

は

既

に

事
實
な
れ

ば

熟
病
の

發

作
あ

れ
ば

亦
細、
国

に

依
る

も

の

な

る

や

明
か

な
う

加
之
な

ら

す
熟
病
發
生
の

第
二

因
こ

し
て

は
一

般
寄
生
病

も

亦
動

機
こ

な

り

物

質
代

謝
を

妨
害・
し

軆
温
を

昇
騰
す

斯
の

如
き

時
は
水

温
よ

り
一

、

二

度
は

必
す

上

昇
す

故
に

熟
病
も

魚
類
に

發
生
す
る

も
の

こ

云
ふ

を
得
べ
・
し
。

●
動
物
學
雜
誌
發
刊
事

情

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

坪

井

正

五

郎

動

物
學
の

雜

誌
が

二

百

號
に

達
し

た

の

で

常

ご

は

異
つ

た

も
の

に

爲
度
い

か

ら

何
か

懷

售
談

ゑ、
も
云

ふ

樣
な
文

を
記

し

て

呉
れ

よ

ε

編
輯
員
か

ら
の

望
み

。

如
何
に

も

若
い

頃
に

は

籍
を

動
物
學
科

に

置
い

た

事
も

有
る
。

雜
誌
發
刊
の

議
に

も

關
っ

た
。

參
考
ご

云

ふ

程
に

は

石
（

ま
い

が
、

話
し
の

種

位
は

思
ひ

出
せ

な
い

で

も

無

か

ら

う

専
門
的

論
誂

滿
載
の

末
に

餘
興

然
と

拙
文
が

栖

し

物
に

さ

れ

る

の

は

實
以
て

愧
ぢ

入
つ

た

次
第
で

は

有
る

が
、

横
道
に

反
れ

た
こ

有
れ
ば

據
無

し
。

い

で

や

自
業
自

得
ご

諦
の

て

罪

滅
し

に

割

b
當
て

ら

れ
た

作
業
に

從
事
す
る

事
ご

致
さ

う
。
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雜

　
　

録

駒

抑
も

僕
が

棗
大
學

選
部

生
物
學

科
へ

入
つ

た

の

は

朋
治
＋

六

r、　

　

年
の

九

月
丁

度
二

＋

歳
の

時
の

事
、

抔
・
・

書
き

出
す

茹
何
に

も

　

　
身
の

上

話・
し

の

樣
で

相

濟
ま
せ

ん

が
、

此

所
か

ら

緒
を

引
き

出
さ

　

　
な
い

ご

後
が

解
け
て

來
な

い

か

ら

致
方
が

無

い
。

父
は

還

暦
で

隱

　

　
居

僕
が

家
督
を

相

續
す
る

事

晟
つ

た
。

そ
ん

な

事
が

何
で

動
物

　
　

學
に

關

係
が

有
る

ご

咎
め

る

人
が

有
る

か

も

知
れ

な
い

が
、

マ

ア
、

　

　
モ

少・
し

讀
ん
で

戴
き

度
い

。

父
が

云
ふ

に

は

此
所
迄
に

成
つ

π

ら

　

學

事
に

付
い

て

指

圖
が

ま・
し

い

事
は

云
は

皰
、

何
で

も

自
分
に

劉

　

斷・
し

て

姓
に

適
し

た

事
を

遣
れ
ご
。

自
分
の

好
む

所
は

人

類
學

、

　

人

類
學
ご

云
ふ

學

問
の

存

在
を

知
ら
漁

噴
か

ら’
し

て

常
々

好
ん

で

　

爲
て

居
だ

事
も

後
に

至

つ

て

考
へ

て

見

れ
ば

自
づ

ε

人

類
學

的
の

　

事
で

有
つ

陀
ご

云
ふ

様
な

譯
。

今
は

何

を
か

包
む
べ

き
。

動

物

學

　

に

卮

し
た

の

も

性
に

適
乙

た
こ

自
信

す
る

入

類
學
が

修
め

度
い

か

　

ら
の

事
、

生
物
學
生
徒
ご

は

世
を

忽
ぷ

假
り

の

名
、

身
は

動
植
物

　

學
の

敷
室

に

在
つ

て

も

魂
は

兎

角
、

諸
人
種

古
器
物

抔
の

方
へ

飛

　

ん

で

行

ぐ
．．

臼
井

光

太
郎
君
は

同

科
同
年

級
同
好
の

人
。

暇
が

有

　

れ

ば

圖

書
閲
覽
室
へ

行
つ

て

同

じ

樣
な

書
物

を

讀
み

、

休
日

に

は

　

相

携
へ

て

遺
跡

探
り

を

事
こ

し
た

。

當
時

生

物

學
科
へ

撰
科
生
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

七
六

し
て

入

學
さ

れ
た

の

は

豫
備
門
以

來
の

舊
友
で
一

時

札
幌

農
學
校

　
へ

轉
學
し
て

再
び

⊥
京
さ

れ
た

渡
瀬

庄
三

郎

君
ご

、

津
田

農
學
校

出

身
の

宮
澤（

後
池
田

ご

改

姓
）

作

次
郎

君
ご

で

有
つ

た

が
、

此

兩

君
も
人

類
學
の

趣
味
を

有
し
て

居
ら

れ

た
。

上

級
生
の

宮
前
議
二

君
、

動
物

學
勤
務
の

特
地
松
太
郎

君
も

亦

同
樣

。

同
動
物

學
助
手

岡

田

信
利

君
も

共

傾
き
が

有
つ

だ
、

有
り

體
に

云
へ

ば

是

等
の

人
々

の

務
め

は

生
物

學
で

、

慰
み

は

人
類

學
ご

云

ふ

有
様
で

あ
っ

た．．
是

よ
り

先

き
（

明

治
十
六

年
七
月
）

臼
井

君
は

新
編
武
藏
風

土
記

を

讀

ん
で

草
加

近
傍
に

具

塚
の

存
す
る

事
を
知
b
自

ら
行
つ

て

之

を
槌

め

ら
れ

、

其

後

僕
も
二

回

行
つ

た
の

で

有
る

が
、

此

遺
跡
の

事
に

關
こ

て

二

三

の

疑

問
を

助
敷

授
石
川
千
代

松
君
に

質
し
た

所
、

斯

樣
な

事
ば

駒
鳩

農
學
校
の

佐
々

木
忠
二

郎

君
に

尋
ね

る

の

が

適
當

で

有
る

こ

て

紹
介
さ

れ
た
〔、

臼

井
君
ご

共
に

訪

聞
面
談
の

結
果

、

實
地

を
見
に

行
か

う
ご

云
ふ

事
に

成
つ

て

爾
人
が

佐
々

木
君
を
案

内・
し

た
の

が

同

年
十
二

月
の
二

十

七
日
。

其
結

果
が

面
白
か

つ

陀

b
、
9

ぐ
」

云
ふ

の

で

箕
作
（

佳

吉
）

敏
授
も

行
か

れ
る

事
に

成
り
、

又
も

兩
人
が

業
内

し
て

出

掛
け
た

の

で

有
る

が
、

何
時
か

ご

云
ふ
ぐ」

三

日

隔
’
、・

た

次
の

日
、

即

ち

大
晦
日

ご

は

膸
分

熟
心

な

事
で

は

有
り
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ま
せ

ん

か
。

斯

ー
の

如
く
生

物

學
、

特
に

動
物

學
の

敷
室
の

室
氣

　

に

は

多
量
の

入

類
學
ガ

ス

が

混

ご
て

居
た

の

で

人
々

が

夫
れ

に

慣

　

れ゚
、

僕
が

他
へ

反
れ

さ

う
だ
ビ

云
ふ

事
は
一

の

公
然
の

秘
密
ご
・
し

　

て

誰

も

餘
り
怪

ま
ぬ

樣
に

成
つ

て

來
た

。

既
に

翌
年
春
期
休

業
に

　

際
し

て

箕
作
歉
授
か

ら
、

何
れ

に・
し

て

も

費
用
は

大
學
で

辨
す
る

　

の

で

有
る

が
、

休

暇

を
利

用
し

て

動

物
探

集
に

行

く
な
b
、

何

所

　

か

の

貝
塚

を
發

掘
す
る

な
り

好
き

な

カ
を
擇
べ

こ

の

言
ひ

渡
し

が

　

有
つ

た
。

熟
考
の

上
、

貝
塚

掘
b
は

後
日

獨

力〆。
」

も

出
來
る
、

動

　

物
採

集
は

學
べ

る

時
に

學
ん
で

置
く

が

好
い

ご

意
を

决
し

、

動

植

　

物

學
激
室
聞
貝

諸
氏
に

從
つ

て

駿
河

江
の

浦
へ

出
掛
け
た
Q

同ム
ヰ

七

　

月

も
矢

張
前
同

樣
の

考
へ

で

北

陸
地
方
へ

動

物
採

集
に

行
つ

た
が

　

　
其
時
の

同

行
者
は

岡
田

、

菊

地
、

臼
井
の

三

君
で

、

何
れ

も
人

類

　

　
學
掛
が

つ

だ

事
の

面
白

味
を
成

じ
て

居
る

人

逹
。

甚
し

い

廻
り

道

　

　
に

成
ら

粗

限
り
は

古
墳
も
見
れ

ば

横
穴
に

も

潜
b
込
む

。

仕
事
を

　

　
絡
へ

て

か

ら

の

雜
話
は

知
ら

す
識

ら

す
人

類
學
的
に

傾

き
、

能
登

　

　
島
で

塚

穴
を

發
見
し
た

時
に

は

電

信
を
以
て

大

學
に

報
じ
且
つ

之

　

　

を
調
査
す
る

の

許
可
を

得
る

に

至
つ

た
。

僕
は

傍
ら

風
俗
の

觀
察

駒

を
・
試
み

セ

の

で

奮
か

ら

僕

最
つ

て

昆
馨
は
一

部

分
人

（　

　

　

　

　

　

　

　

雜

　
　

録

類
學
の

爲
に

成
つ

た
の

で

有
る
。

歸
京
の

土
は

是
非
人
類
學

上
の

談
話
會
を

開
か

う

で

は

無
い

か

｛

話
・
し

合
ひ

、

十

月
に

至

り

其
實

顯

を
見

た
の

が

今
の

東

京
人

類
學

會
の

起
こ

b
で

有
る

。

只
斯

う

云
つ

た

丈
で

は

人

類
學
會
の

生
ひ

立

ち
で
一

向

動

物
學
會
に

關
係

が

無
い

。

何
を

餘
計
な

事
を
云

ふ

か

ご

の

小

言
が

出
る

か

も

知
れ

な
い

が
、

其

無
關

係
な

所
が

動

物
學

雜
誌
發

刊
事
情
へ

響
い

て

來

る

の

で

有
る
o

自
ら

云
ふ

も

鵙
呼
が

ま

し
い

が

僕
は

隨
分

筆
ま
め

　
タ

チ

な

判
で

叉

編
輯
事
を
好
ん

で

罟
た

か

ら
、

遘
ら

う
ご

さ
へ

思
つ

た

な
ら

ば
動

物
學
雜

誌
も

早
ー

拵
へ

て

居
た
か

も

知
れ

な
い

。

云
ふ

泡
も

無
い

が

其
の

頃

動

物
學
に

於
け

る

自
分
の

地
位
は

目

上
の

敖

授
、

助

敷

授
、

助

手
、

上
級

生
を

敬
ふ
一

方
で

、

我
が

八

類
學
に

對

す

る

自
任

自
信
の

地

位
ご

は

大
に

異
つ

て

居
つ

た
。

思
っ

元

ら

出

來

た
か

も

知
れ

な
い

動

物
學

雜
誌
に

付
い

て

は

實
に

何
．

し

も

思

は

な

か

つ

た

の

で

有
る
。

白

井
君
も

筆
硯
に

親
む

人

で

有
つ

た
が

明

治

十
八

年

植
物

學
に

籍
を

定
め

ら
れ

た
の

で

動
物

學
の

方
ご

は

縁
が

遠

く
な
り
、

他
に

雜

誌
編

輯
を

發
議
ず

る

樣
な

人

も
無
か

つ

た
、

僕
は

表
面

上
動

物

學
科
の

生

徒
で

有
り

な
が

ら
常
々

心
掛
け

て

居

だ

の

は
入

類
學

、

幸
に

同
志

を
得
て

會
を
立

て

た

上

は

機
關

雜
誌

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

七
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雑

　
　
鐡

覇

を
・

發
行

産
い

も

の

苳
少
考

慮
を

君
て

弩
實
行
す
る

に

（　
　
至
つ

た

の

は

十
九
年
二

月
の

事
、

當
時

學
術
雜
誌
の

類
は

甚
だ

少

　
　
く
、

直
ち
に

則
る

可
き
も
の

も

思
ひ

當
た

ら
な

か

つ

た
の

で
、

自

　
　
分
の

靴

筆
し
た

も

の
（

目

黒

土

器
塚
考
）

の

始
め

て
へ

十
⊥

ハ

年
四

月
）

　
　

印
刷
に

付
せ

ら
れ

た

東
洋
學
藝
雑
誌

を
手

本
こ

し
た

。

此

年
三

月

　
　

大
學

今
が

公

布
に

成
り
、

東
京

大
學
は

帝

國
大
學

、

琿

學
部
は

理

　

科
大
學
ε

名
を

變
へ

、

博
物

學
諸

欷
室
が

神
田
錦

町
か

ら

本
郷
へ

　

引
き

移
さ

れ
た

が
、

其

始
め

定
ま
つ

た

建
て

物
が

無
か

つ

た

故

元

　

來
病
室
ご
・
し

て

建
て

ら
れ

た

塲

所
を
ば

間
に

合
は

せ

に

用
ゐ

る

學

　

ご

成
つ

た
o

此
家

の

外

廻
り

青
色
に

塗
つ

て

有
つ

た
の

で
、

人

皆

　

こ

れ

を

青
長
家
こ

な
ん

呼
び

に

け
る
。

此

青
長
家

生
活
ご

云

ふ

も

　

の

が

今
か

ら
考
へ

る

ざ

蝕
程

違
つ

て

居
た

も
の

で
、

或
る

日

の

午

　

後
、

何
月
で

有
つ

た
か

大
分

暑
い

時
だ
つ

た

ご

記

臆

す
る

が
、

箕

　

作
数
授
が

、

こ

う
か
・
し

た

は
つ

み

か

ら
、

本

所
の

五

百

羅
漢
を

見

　

に

行
か

う
ご

發

議
さ

れ

た
。

賛
成

し
て

膸
行

し
た

の

が

箕
作

元

入

　

君
、

渡
瀬

庄
三

郎

君
及

び

僕
の

三

人
。

此
所
彼

所

散
歩・
し

た

後
、

　

紳

田
淡

路

町
の

洋
食

店
萬
代

軒
で

激
授
か

ら

晩

餐
の

饗
ひ

を
受

け

　

だ
が

其

時
の

雜
話
中

、

人

類
學
會
の

雜
誌

の

事
が

話
題
に

上
り
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
七

八

大

學
に

其
學

科
も

無・
し

、

別

段

専
門
に

修
め

陀

ご

云
ふ

八
も
無
い

の

に
、

遣

ら

う
こ

す
れ

ば

兎
に

角
あ

ん

な

者
が

出
來
る

の

だ
か

ら

動

物

學
會
で

も

雜
誌
を

刊
行

す
る

事
に

す
れ

ば

出

來
る

に

違

ひ

無

い

こ

て

色
々

話
し

合
ひ

は

し

た

も
の

、

僕
は

人

類
學
の

方
を

専
ら

に

爲
る

考
へ

で

居
た

の

で

自
分
が

又
別
の

雜
誌
を

作
ら
う
坏

ご

は

思
は

す
、

誰
が

編

輯
を

引
き

受
け

や

う
こ

も

云

は

す
、

其
時
は

夫

れ
で

お

流
れ

。

其
後

敷
室
で

も

時
々

話
・
し

は

出
た

が

何

時

も

物
に

成
ら

す
o

植
物

學
關
係
の

人
々

の

間
に

も
之
に

似
た

話
し

が

有
つ

た

も

の

ざ

見
え
て

、

追
々

熟
し

掛
け
て

來
た

。

一

體
動

植
物
學
科

の

人
々

は

生
物

學
會
．・

」

云

ふ

も
の

で

結

び

付
け

ら
れ

て

居
だ

の

で

有
る

が
、

或
る

事
情
の

爲
、

植
物
墨・
關

係
の

人
が

脱

け
出
・
し

て

別

に

植
物
學

會
を

起
こ

し
セ

の

で

生

物

學
會
は

事
質
に

於
て

動

物

學

會
ご

成
ゐ

後

に
は

其

名
も

實
に

贋
し

て

動
物
學

曾
ご

改
め

ら
れ

た
。

（

慥
か

そ
ん

な

事
だ

つ

た
こ

思

ふ
。

）

青
長

家
時

代
に

は

動
物

學

會
植
物

學
會
別
々

で

敢
て

競
爭
ご

云
ふ

で

も

無
か

つ

た

ら

う
が

、

あ
つ

ち
で

は
こ

か
、

こ

つ

ち

で

は

こ

か

云
ふ

樣

な

事
が

な

い

で

も

無
か

つ

陀
。

植
物
學

敷
室
に

は

筆
健
な

臼
井

君

も
居
た

、

世
話

好

き
な

市

川
延

次
郎

君

も
居
た

、

共
に

僕
ε

は

英
語

學
校

、

豫
備
門

N 工工
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「

　

以

來
の

友
逹

。

無
論
他
の

人
々

の

賛
助
が

有
つ

だ

に

は

相

違
無
い

　

が

主

乞
て

氣

張
つ

陀
の

は

此

邊
の

人
・

の

樣
だ
つ

セ
。

此
年
七

　

月

僕
は

覺
束
無
く

も

卒
業
の

形
。

幸
に
・
し
’
」

大
學

院
入

學
を

許
可

　

さ

れ
、

し
か

も
人

類
學
研

究
ご

云
ふ

の

で

給
費
さ
へ

受
け

る

事
ご

　

成
つ

た

か

ら
、

天
下

晴
れ

て

八

類

黌
、

握
手

。

手
前
に

を
、

け

て

　

奮
な
が

ら

動
植
物
の

方
は
つ

い

ー
禦
莎
汰
ご

云
ふ

樣
な

次

　

第
・

植
物
墨

會
で

は

話
し
が

ざ

う
進

ん
で

甕
か

其
順
序
に

は

氣

　

も

留
め

す
に

居
陀

が
、

慥
か

人

類
學
會
よ
り

も
一

年
遲
れ

位
で

愈

　

雜
誌

發
行

三

至
事
に

成
つ

た
。

動
物

學
會
の

人
々

何
で

指

を
咬

　

　
へ

て

居
ら

う
。

勿
論
雜
誌
編

輯
ご

學
術

研

究
マ
、

は

別
の

話
し

で

有

　
　

る

か

ら
・

雜
誌
の

有
無
の

問
題
で

學

者
が

心
を
勞
す
る

に

も

及
ば

　

　

撃
も

知
ら
な
い

が

鑷
來
る

者
な

ら

奮
に

撃
し

た

事
は

無
い

。

　

　
好
ー

云
ふ

事
だ

が
一

つ

・

ン

・

に

遣
ら

う・
し

や

な
い

か

ド

去
つ

陀

　
　

樣
な

事
で

、

愈
よ

正

式
に

相

談
會
を

開
く

事
ご

成
っ

た
。

其

場
唐

　

　
は

慥
か

神
田
五

軒
町
の

可
否

茶

館
ご

云
ふ

ゴ

ヒ

！

屋
。

（

今
な

ら
コ

　

　
ヒ

ー

ホ

ー

ル

ご

で

も

云
ふ

の

だ

ら

う
。

）

こ

れ

は

箕
作
つ

兀

入
）

君

屯

　

　
渡

瀬
君
も

外

國
へ

行
炉

れ
た

後
だ

つ

た

ε

思
ふ

。

僕
も

議
に

加
は

闘

龕
の

で

あ
・

が

枩
袰
欝
毛
事
が

捗

取
−
、

専
ら

宍

戸

（　

　
　
　

　
　
　

　

雑

　
　

録

一

郎
君
の

骨
折
り

で
、

五

百
羅
漢
以

來
の

宿
題
が

解

决
さ

れ

人

類

學
會
の

雜
誌
に

後
れ

る

事

鷺
二

年
、

植
物

學
曾
の

雜
誌
に

後
れ

る

事
絡

ぽ
一

年
イ

ヤ

！

人

類
學
會
の

雜
誌
が

生
ま
れ

詑
時

よ
り

も

略
ぽ
二

年

進

ん

だ
時

代
、

穂
物
學
會
の

雜
誌
が

生
ま
れ
だ

時

よ

り

も

略
ぽ
一

年

進
ん

だ

時
代
に

於
て

動

物

學
會
の

雜
誌
が

生
ま
れ

出

た

の

で

有
る
。

雜
誌
誕
生

當
畤

の

事
情
を

陳

述
せ

ん

が

爲
、

餘
り

一

興
に

も

成

ら
澱

身
の

ト

話
し

迄
お

聞
き

に

入

れ
、

何
こ

も

恐
れ

入
り

ま
し
た

。

こ

れ

で
モ

ウ

お

佳
舞
ひ

。

●
光
線
に

對
L
て

蛙
類
の

反

應
力
に

就
て

　
（

承
前
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

≡
一
三一

　
』 ’
三．
c
＝｛卍
　

弗

者

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

田

中

茂

穗

譯

　
　
　

　
　
第
四

章
　
輩
色

光
に

對

し
て

の

反

應

單
色
光

暑
し
て

の

反

應
は

種

あ
方
法

を
以

て

研
究
せ

ら
れ

し

が

先
づ

硝

子

管
の

兩

側
の

距
離
三
イ

ン

率
あ

る

者

を
取
b
此
に

ダ
。

ヘ

ン

ボ

ー

ト

氏
の

用
ひ

た

る

色

素
溶
液

を

注
入

せ

り

即

ち
7
ク

シ

ン

の

酒
精
溶

液
を
以
て

赤
色
反

應
試

讐
9
フ

イ

オ

ン

青
を

以

て

青
色
反

應
試
驗
に

ζ
ム

酸
加
里
の

濃
液

を
以

て

黄
色
反
應
試

驗
に

硝
酸
ニ

ッ

ケ

多
以

て

緑
色
反
應
試

驗
の

材
料
に

供

葺
以

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

七

九
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